ヒトの大脳皮質の高周波活動の周波数帯域は求心性入力機構の相違により規定される：末梢神経刺激と直接皮質刺激による皮質脳波の比較 by Kobayashi, Katsuya
Title
Different Mode of Afferents Determines the Frequency Range
of High Frequency Activities in the Human Brain: Direct
Electrocorticographic Comparison between Peripheral Nerve









Type Thesis or Dissertation
TextversionETD
Kyoto University
京都大学 博士（医学） 氏 名 小 林 勝 哉 
論文題目 
Different Mode of Afferents Determines the Frequency Range of High 
Frequency Activities in the Human Brain: Direct Electrocorticographic 




背景：近年デジタル脳波計の進歩により、0.1 Hz 以下の緩電位から 600 Hz 以上
に及ぶ高周波までの広周波数帯域の脳活動をヒト大脳皮質から直接記録し解析
することが可能となった。高周波律動ないし活動（high frequency oscillation or 
activity: HFO/HFA）は限局した皮質領域から発生するため、通常の頭皮上脳波
では記録は困難である。HFO/HFA は生理的なものと病的なものに分類される。














の最大振幅の N20 を認める電極の皮質領域を SI と同定し、その SI に明瞭に誘
発された CCEP を解析対象とした。これらに重畳する HFA を短時間フーリエ変
換により解析し、SEP の N20/N80、CCEP の N1/N2 の潜時における相対パワー
値を刺激前と比較し、それぞれ HFASEP(N20)、HFASEP(N80)、HFACCEP(N1)、
HFACCEP(N2)とし、この 4 群の HFA パワーを周波数帯域に応じて比較検討した。 
結果：HFACCEP(N1) のパワーは 200 Hz 以下の帯域で最大となり、一方




考察：ヒト大脳皮質の直接電気刺激による皮質皮質間誘発電位 CCEP の N1/N2
に重畳する生理的 HFA の周波数特性を明らかにした。さらに正中神経電気刺激
と大脳皮質電気刺激による SI での HFA を比較し、大脳内伝播様式の差異ない
しそれらがシナプス結合する大脳皮質層の差異が HFA の周波数を規定する因子
の一つであることを解明した。また HFACCEP(N1)は様々な脳活動時にみられる
















結果：短潜時活動では、HFACCEP(N1) のパワーは 200 Hz以下で最大となり、一方HFASEP(N20)






  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
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